
３月保護者より、つぎのようなご要望が１件よせられましたので、お知らせ致します。 

 

ご要望の内容 

ここ 1 か月半ほど、ノロウイルス、インフルエンザ B 等の感染症が園内で続いている状況を受け、感染拡大予防の

対策についてご意見をいただきました。 

（1）保育を行うスペースについて 

お迎えの時間帯に、広い保育室があるにもかかわらず、園児を狭いスペースに集めて保育しているため、感染リス

クが高まっているのではないか。 

【園の回答・対応について】 

※園では通常、17 時以降は園児数や職員配置を考慮し、たんぽぽ組にて合同保育へと移行しております。 

ご指摘をいただいた時期につきましては、職員の欠員も重なり、安全に園児を見守ることを優先した結果、やむを

得ずの形での保育を行っておりました。 

 

今後は、感染症流行時においても、できる限り広いスペースを活用できるよう、姉妹園への応援依頼等も含め、

職員配置の工夫を行いながら保育環境の改善に努めてまいります。 

ご要望の内容 

（2）検温および登園基準について 

「37.5℃以上は登園を控える」という基準について、感染症流行時には基準を下げるべきではないか、また、発熱

がなくても風邪症状が見られる場合は登園を控えるべきではないか。 

【園の回答・対応について】 

※園では、37.5℃以上の発熱がある場合や、発熱がなくても保育に支障がある場合には、ご家庭での休養をお願

いしております。（咳や下痢がひどい場合、機嫌が悪い、食欲がない等） 

また、感染症流行時には検温回数を増やし、子どもの体調変化に早く気づけるよう配慮しております。 

登園後に体調不良が見られた場合も、発熱の有無にかかわらず、症状に応じて速やかに保護者へご連絡し、お迎

えをお願いしております。 

 

風邪症状がある場合は、少し離れた場所にて午睡を実施したり、 

嘔吐等の症状が見られた際には、今後も可能な限り別室対応を行い、感染拡大防止に努めてまいります。 

ご要望の内容 

①  感染者報告の配信について 

「どのクラスで感染者が出ているのかわからないため、登園判断が難しい」ので、クラスごとの感染者数を配信して

ほしい。 

【園の回答・対応について】 

 

※きっずノートでの感染者報告につきましては、各クラスの人数が少ないことから、個人情報保護の観点を踏ま

え、今後は以下のように配信いたします。 

例） 

・インフルエンザ A 大きい組 1 名 

・インフルエンザ A 小さい組 1 名 

※0・1 歳児を「小さい組」、2・3・4・5 歳児を「大きい組」と表記いたします。 

 



 

 

 

 

ご要望の内容 

② 食事中の感染対策について 

・食事は、平時と同様に向かい合って話をしながら摂っているようだが、コロナ禍では黙食を徹底し、感染機会を

できるだけ作らない対策をしていたはず。現状は、それと同じ扱いをするべき事態ではないか。 

【園の回答・対応について】 

※園では、子どもたちにとって食事が楽しい時間となるよう配慮しておりますが、感染症が増加している状況で

は、感染予防を優先し、黙食やそれに準ずる対応を適宜実施してまいります。 

 

 

保護者の皆様におかれましては、胃腸炎やインフルエンザ B 等の感染症が短い期間に続けて流行し、大変ご不

安なお気持ちの中、お過ごしだったことと存じます。お仕事をされながらの通院や看病など、ご負担も大きかった

ことと拝察いたします。 

 

今後も、子どもたちが安心して園生活を送ることができるよう、日々の感染対策を継続するとともに、感染状況

に応じた対応について職員間で十分に検討し、保護者の皆様とも連携を図りながら努めてまいります。 

 

このたびは、園運営のために貴重なご意見をお寄せいただき、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 


